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日
本
へ
の
入
国
制
限
が
緩
和

さ
れ
、外
国
人
観
光
客
の
姿

が
目
立
つ
。
九
州
は
東
ア
ジ

ア
圏
か
ら
の
観
光
客
が
多
い

が
、円
安
の
影
響
か
ら
、東
南

ア
ジ
ア
、特
に
タ
イ
か
ら
の

観
光
客
が
増
加
し
て
い
る
と

い
う
。
知
人
の
タ
イ
人
と
彼

が
働
く
カ
ト
リ
ッ
ク
系
高
校

の
先
生
た
ち
が
来
日
し
た
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
よ
り
日
本
に

行
く
方
が
安
い
し
楽
し
か
っ

た
と
彼
は
言
う
▲
タ
イ
と
い

え
ば
仏
教
国
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
が
強
い
。
実
際
、都
市
部

で
も
、地
方
に
向
か
う
車
内

か
ら
も
、多
く
の
仏
教
寺
院

を
目
に
す
る
。
そ
ん
な
「
仏

教
の
国
・
タ
イ
」
に
お
け
る

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
目
を
向

け
る
と
、
２
つ
の
大
司
教
区

と
９
つ
の
教
区
か
ら
な
り
、

信
徒
数
は
約
29
万
（
人
口
の

約
0.5
％
）、小
教
区
数
は
４
３

６
、司
祭
は
７
０
０
人
弱
と

の
こ
と
。
仏
教
の
影
響
を
受

け
た
国
で
あ
る
こ
と
、信
徒

数
の
人
口
比
な
ど
か
ら
み
て

も
、教
会
の
雰
囲
気
は
日
本

と
似
て
い
る
▲
バ
ン
コ
ク
大

司
教
区
の
カ
テ
ド
ラ
ル
は
ア

サ
ン
プ
シ
ョ
ン
教
会
。
バ
ン

コ
ク
の
西
、チ
ャ
オ
プ
ラ
ヤ

川
沿
い
に
建
つ
、ロ
マ
ネ
ス

ク
様
式
の
建
物
。
隣
接
す
る

ア
サ
ン
プ
シ
ョ
ン
大
学
は
タ

イ
の
名
門
校
。
教
皇
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
は
、前
回
の
タ
イ
訪

問
を
締
め
く
く
る
行
事
と
し

て
、こ
の
カ
テ
ド
ラ
ル
で
、若

者
た
ち
の
た
め
に
ミ
サ
を
さ

さ
げ
ら
れ
た
▲
昨
年
ア
ジ
ア

司
教
協
議
会
連
盟
の
創
立
50

周
年
記
念
総
会
が
開
か
れ
た

サ
ン
プ
ラ
ン
は
タ
イ
で
最
も

カ
ト
リ
ッ
ク
の
人
口
比
率
が

高
い
街
。
召
命
の
き
っ
か
け

の
ひ
と
つ
で
も
あ
る
こ
の
街

で
、い
つ
か
、友
人
の
タ
イ
人

司
祭
と
と
も
に
ミ
サ
を
さ
さ

げ
て
み
た
い
。�

（
＠
）

　

障
害
が
あ
っ
て
も
地
域
で
自
分
ら
し
く
生

活
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、障
害
者
自
ら

が
活
動
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、差
別
や
偏
見

の
な
い
誰
も
が
受
け
入
れ
ら
れ
る
社
会
に
変

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

国
に
お
い
て
は
２
０
１
６
年
４
月
１
日
か

ら
「
障
害
者
差
別
解
消
法
」
が
施
行
さ
れ
、

合
理
的
配
慮
を
し
な
い
こ
と
は
差
別
に
あ
た

る
と
定
義
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
法
律
は
全
国

の
障
害
の
あ
る
人
の
希
望
で
あ
り
光
で
す
。

　

教
会
に
お
い
て
は
、教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

が
「
誰
ひ
と
り
排
除
し
な
い
、誰
ひ
と
り
取

り
残
さ
な
い
教
会
を
目
指
す
」
と
話
さ
れ
た

よ
う
に
、イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
で
共
に
歩
む
教

会
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
全
国
の
障
害
当
事
者

信
徒
は
願
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
長
崎
大
会
で
は
共
に
生
き
る
を

テ
ー
マ
に
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
と
は
何
か
、教

会
に
お
け
る
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
防
災
を
講
演

や
分
科
会
な
ど
で
学
び
、な
か
な
か
集
う
こ

と
が
で
き
な
い
仲
間
と
分
か
ち
合
い
、絆
を

深
め
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、参

加
し
た
い
と
思
っ
て
い
て
も
病
気
や
何
ら
か

の
事
情
で
参
加
で
き
な
か
っ
た
皆
さ
ん
と
と

も
に
、つ
な
が
り
を
持
っ
て
仲
間
の
輪
が
広

が
っ
て
い
く
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

　

ど
う
か
障
害
の
有
無
を
問
わ
ず
、こ
の
カ

障
連
全
国
大
会
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

長
崎
大
司
教
区
、大
司
教
様
は
じ
め
司

祭
、信
徒
の
皆
様
、日
頃
よ
り
日
本
カ
ト

リ
ッ
ク
障
害
者
連
絡
協
議
会
（
以
下
カ
障

連
と
い
う
）
の
活
動
に
ご
理
解
と
ご
支
援

を
い
た
だ
き
、心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

ま
た
、今
秋
10
月
14
日
・
15
日
に
長
崎

大
司
教
区
に
お
い
て
開
催
予
定
の
第
15
回

カ
障
連
全
国
大
会
準
備
で
は
、司
祭
、信

徒
、実
行
委
員
会
の
皆
様
の
多
大
な
る
ご

協
力
に
重
ね
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

カ
障
連
全
国
大
会
は
、こ
れ
ま
で
３
年

ご
と
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、コ
ロ

ナ
感
染
拡
大
に
よ
り
延
期
を
余
儀
な
く
さ

れ
、
２
０
１
８
年
横
浜
大
会
開
催
後
５
年

ぶ
り
に
２
０
２
３
年
10
月
14
日
・
15
日
に

長
崎
教
区
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

１
９
８
１
年
に
教
皇
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ

２
世
が
来
日
し
た
の
を
機
に
全
国
か
ら
障

害
当
事
者
の
リ
ー
ダ
ー
が
集
い
、翌
１
９

８
２
年
に
京
都
教
区
に
お
い
て
カ
障
連
が

設
立
さ
れ
記
念
大
会
が
開
催
さ
れ
て
40
年

が
経
ち
ま
す
。
以
来
、カ
障
連
は
ど
ん
な

に
重
い
障
害
が
あ
っ
て
も
生
き
て
い
て
よ

か
っ
た
、キ
リ
ス
ト
の
下
に
生
ま
れ
て
き

て
よ
か
っ
た
、誰
も
が
社
会
の
中
で
必
要

で
大
切
な
人
で
あ
り
、ひ
と
り
で
重
荷
を

背
負
う
の
で
は
な
く
、キ
リ
ス
ト
者
と
し

て
共
に
背
負
い
、分
か
ち
合
い
、支
え
合
う

働
き
を
カ
障
連
の
使
命
と
し
て
き
ま
し

た
。

　

心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
と
言
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
久
し
い
の
で
す
が
、人
々
の
心

の
中
か
ら
差
別
や
偏
見
が
な
く
な
る
社
会

に
は
程
遠
い
と
言
う
の
が
現
状
で
し
ょ

う
。「
私
は
障
害
者
に
対
し
て
差
別
は
し
て

い
ま
せ
ん
」「
障
害
者
に
や
さ
し
く
接
し

て
い
ま
す
」
と
多
く
の
方
が
言
わ
れ
ま
す

が
、現
実
に
は
精
神
障
害
者
や
ア
ル
コ
ー

ル
依
存
症
者
の
施
設
が
近
隣
の
地
域
に
建

設
さ
れ
よ
う
と
す
る
と
、地
域
住
民
か
ら

反
対
の
の
ろ
し
が
上
が
り
ま
す
。
明
ら
か

な
障
害
者
差
別
で
す
。

　

５
月
３
日
（
水
）、カ
ト

リ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
を

会
場
に
２
０
２
３
年
度
教
区

評
議
会
総
会
が
開
催
さ
れ
、

各
小
教
区
の
代
表
ら
が
参
加

し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響

が
落
ち
着
い
て
き
た
こ
と

に
よ
り
、今
回
は
４
年
ぶ

り
の
通
常
開
催
と
な
っ

た
。

　

は
じ
め
に
中
村
倫
明
大

司
教
の
あ
い
さ
つ
が
あ

り
、「
宣
教
や
召
命
に
お

い
て
声
掛
け
な
ど
の
呼
び

か
け
を
大
切
に
し
て
く
だ

さ
い
」「
そ
ろ
そ
ろ
小
教

区
の
再
編
成
へ
の
心
づ
も

り
を
し
て
お
い
て
く
だ
さ

い
」
と
語
っ
た
。
午
前
中
は

前
年
度
の
会
務
報
告
、決
算

報
告
な
ど
の
他
、新
役
員
の

任
命
、今
年
度
の
予
算
審
議

が
行
わ
れ
た
。

　

ま
た
午
後
は
、教
区
シ
ノ

ド
ス
提
言
推
進
、『
旅
』
の

終
わ
り
１
５
０
周
年
記
念
行

事
、ミ
ゼ
リ
コ
ル
デ
ィ
ア
長

崎
、カ
ト
リ
ッ
ク
障
害
者
連

絡
協
議
会
長
崎
大
会
な
ど
に

つ
い
て
、担
当
者
・
関
係
者

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
説
明
が
あ

り
、情
報
を
共
有
し
た
。
新

役
員
は
以
下
の
通
り
。

教
区
評
議
会
総
会

教
区
評
議
会
総
会  

開
催
開
催

『
旅
』の
終
わ
り
１
５
０
周
年
に
つ
い
て
の
情
報
共
有
も

　

教
区
評
議
会
役
員

会　

長	

中
村
倫
明
大
司
教

副
会
長	

山
脇 

守
（
総
代

理
・
長
崎
南
地
区
長
）

議　

長	

森
田
浩
介
（
長
崎

中
）

副
議
長	

植
田
道
雄
（
長
崎

南
）、内
野
靖
典
（
佐
世
保
）、

田
村
豊
子
（
長
崎
南
）

事
務
局
長　

葛
嶋
秀
信
（
教

区
本
部
事
務
局
長
）

事
務
局
次
長　

大
水
文
隆

（
教
区
本
部
事
務
局
次
長
）

書　

記	

白
濱
明
彦
（
長
崎

中
）、川
口
哲
朗
（
長
崎
北
）

会　

計	

宮
﨑
儀
行
（
長
崎

北
）、野
口
達
人
（
長
崎
南
）

委　

員	
岩
本
繁
幸
（
教

区
会
計
）、中
濱
敬
司
（
信
仰

養
成
）、紙
﨑
新
一
（
福
音
化

推
進
）、大
水 

満
（
家
庭
）、

平
本
義
和
（
典
礼
）、山
田
良

秋
（
広
報
）、辻
原
達
也
（
召

命
）、山
村
憲
一
（
長
崎
中
地

区
長
）、川
原
拓
也
（
長
崎
北

地
区
長
）、山
内 

実
（
佐
世

保
地
区
長
）、川
内
和
則
（
平

障
害
者
か
ら
私
た
ち
の
信
仰
の

障
害
者
か
ら
私
た
ち
の
信
仰
の

　
　
　

あ
る
べ
き
姿
を
探
し
求
め
て
！

　
　
　

あ
る
べ
き
姿
を
探
し
求
め
て
！  

⑩⑩

日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
障
害
者
連
絡
協
議
会
〔
カ
障
連
〕

会
長
　
江
戸 

徹

カ
障
連
の
発
足
と
長
崎
大
会
に
向
け
て

　2023年10月14、15日にカ障連長崎大会が
開かれます。大会の準備に携わるカ障連長崎
支部への参加はどなたでも可能です。皆様の
参加をお待ちしております。

カトリック障害者連絡協議会
長崎支部

〒 852 - 8113 長崎市上野町 10 - 34
TEL 070 - 8569 - 0522
FAX 095 - 807 - 4910
ksrnagasaki@gmail.com

個人情報は門外不出を遵守いたします

人
事
異
動
・
任
命

人
事
異
動
・
任
命

（　

）
内
は
前
任
地
な
ど

▼
４
月
23
日
付
任
命

教
区
家
庭
委
員
会 

委
員
長　

大
水　

満
師

教
区
信
仰
教
育
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　

 

委
員
長　

中
島　

誠
志
師

▼
コ
ン
ベ
ン
ツ
ア
ル
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
修
道
会 

〔
４
月
〕

稲
国　

安
彦
師　

湯
江
修
道
院
付
、養
護
老
人
ホ
ー
ム
聖

　
　
　
　
　
　
　

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
園�

（
沖
縄
）

▼
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会 

〔
４
月
18
日
付
〕

松
本　

巌
師　
　

本
原
助
任�

〔
長
崎
修
道
院
所
属
〕

戸
地
区
長
）、中
濱
繁
喜
（
上

五
島
地
区
長
）、中
田
輝
次

（
下
五
島
地
区
長
）、鶴
﨑
伸

也
（
女
性
部
担
当
）、浜
田
新

一
（
上
五
島
）、赤
尾
一
美

（
下
五
島
）、上
河
綾
乃
（
長

崎
中
女
性
部
）、安
藤
美
津
子

（
長
崎
北
女
性
部
）、松
田
澄

子
（
佐
世
保
女
性
部
）、山
野

郁
子
（
平
戸
女
性
部
）、切
江

ミ
ド
リ
（
上
五
島
女
性
部
）、

村
中
久
美
子
（
下
五
島
女
性

部
）、深
堀
晴
美
（
修
女
連
）

※
平
戸
地
区
か
ら
選
出
さ
れ

る
委
員
は
現
在
未
定
。

2023年度 行事予定　2023年度 行事予定　※行事の追加や日程など※行事の追加や日程など
　の変更があり得ます　　の変更があり得ます　

月　日月　日 行　事行　事 場所など場所など
5 月 3 日 ㊌ 教区評議会総会 カトリックセンター

3 日 ㊌ 第143回クルシリヨ（5/6まで） お告げのマリア修道会本部
4 日 ㊍ 青年のための巡礼ウオーク（5/5まで） 平戸・生月
6 日 ㊏ 聖書講座（全10回、9/16まで） カトリックセンター

14 日 ㊐ 井持浦ルルド祭 井持浦教会
14 日 ㊐ 永井隆博士に関する講演会 浦上教会
21 日 ㊐ 雲仙殉教祭 雲仙メモリアルホール

28 日 ㊐『旅』の終わり150周年記念①
ロザリオ行列とミサ

西坂公園～（行列）
～浦上教会

6 月 18 日 ㊐ 中村大司教と青年の交流会 大浦天主堂～（徒歩巡
礼）～浦上教会、大司教館

20 日 ㊋ 教区司祭黙想会（6/23まで） 大司教館

7 月 23 日 ㊐『旅』の終わり150周年記念②
高校生による演劇上演 浦上教会

8 月 予定 教区高校生黙想会 大司教館
1 日 ㊋ ワールドユースデーリスボン大会（8/6まで） ポルトガル
9 日 ㊌ 平和祈願祭（長崎） 浦上教会・平和公園

15 日 ㊋ 聖母平和祈願祭（佐世保） アルカスSASEBO
17 日 ㊍ 沖縄平和学習（8/19まで） 高校生対象

9 月 3 日 ㊐ 大村殉教祭 シーハットおおむら

10 日 ㊐『旅』の終わり150周年記念③
十字架山殉教祭 長崎・十字架山

17 日 ㊐ 福者カミロ・コンスタンツォ殉教祭 焼罪史跡公園
24 日 ㊐ 聖トマス西と十五殉教者祭 中町教会

10 月 予定 カトリック講座（2024年2月まで） カトリックセンター
4 日 ㊌ シノドス第1会期（10月29日まで） バチカン

14 日 ㊏ 日本カトリック障害者連絡協議会
長崎大会（10/15まで） 純心大学

22 日 ㊐ 牢屋の窄殉教祭 久賀・牢屋の窄
11 月 1 日 ㊌ 司教座聖堂献堂記念日・記念ミサ 浦上教会

5 日 ㊐ 死者の月・教区主催追悼ミサ 福江教会
12 日 ㊐ 黒瀬の辻殉教祭 生月・クルスの丘公園

12 月 3 日 ㊐ 平戸ザビエル祭 平戸
1 月 18 日 ㊍ キリスト教一致祈祷週間（1/25まで） キリスト教諸教会
2 月 4 日 ㊐ 日本二十六聖人殉教記念ミサ 西坂公園
3 月 予定 教区青年黙想会 大司教館

17 日 ㊐ 日本の信徒発見の聖母記念ミサ 大浦天主堂
通　年 聖書愛読運動 教区評議会
通　年 一菜募金（災害救援募金） 　　〃

12/1 ～ 1/15 クリスマス愛の募金 　　〃

2023年度

　

５
月
19
日
の
Ｇ
７
広
島
サ
ミ
ッ
ト
開
幕

を
前
に
15
日
、ア
メ
リ
カ
と
日
本
の
４
つ
の

教
区
（
サ
ン
タ
フ
ェ
、シ
ア
ト
ル
、広
島
、長

崎
）
は
Ｇ
７
首
脳
あ
て
に
「
こ
の
機
会
に
、

地
球
規
模
の
検
証
可
能
な
核
軍
縮
に
向
け

た
具
体
的
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と
を
強
く

求
め
ま
す
」
と
し
、世
界
平
和
を
願
っ
て
共

同
宣
言
文
を
発
表
し
た
。

平和を願い、宣言文発表平和を願い、宣言文発表
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５
．存
在
に
気
づ
く

　

そ
の
一
方
で
、耳
を
傾
け
て
「
聞
く
」
よ
り
も

前
に
、様
々
な
生
活
の
あ
り
方
、生
き
方
が
存
在
す

る
こ
と
に
「
気
づ
く
」
必
要
が
あ
る
と
い
う
指
摘

も
あ
り
ま
し
た
。
２
０
０
０
年
代
以
降
、日
本
社

会
は
自
己
中
心
的
な
社
会
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。
他
者
へ
の
関
心
は
薄
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
さ

ら
に
こ
の
数
年
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

蔓
延
は
、人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
断
ち
切
る
も

の
と
な
り
ま
し
た
。
誰
も
が
感
染
を
恐
れ
、誰
も

が
孤
立
の
中
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の

中
で
、ど
の
よ
う
な
生
活
が
あ
り
、ど
の
よ
う
に

人
々
が
一
生
懸
命
に
生
き
、ど
の
よ
う
な
困
難
に

直
面
し
て
い
る
か
に
「
気
づ
く
」
こ
と
こ
そ
が
何

よ
り
も
重
要
で
あ
る
と
い
う
意
見
で
し
た
。「
気
づ

き
」
を
促
す
た
め
の
信
仰
の
再
養
成
が
必
要
で
は

な
い
か
と
い
う
提
案
も
あ
り
ま
し
た
。な
ぜ
な
ら
、

ナ
ザ
レ
の
イ
エ
ス
こ
そ
が
、人
々
の
喜
び
と
悲
し

み
に
気
づ
く
方
だ
っ
た
か
ら
で
す
。
さ
ら
に
は
信

仰
の
共
同
体
が
行
っ
て
い
る
愛
の
わ
ざ
と
し
て
の

社
会
活
動
、例
え
ば
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
も

再
編
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
建
設
的
な

意
見
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
社
会
活
動
の
対
象
者
が

限
定
さ
れ
、実
は
社
会
の
中
で
も
っ
と
苦
し
ん
で

い
る
人
、貧
し
さ
に
あ
え
い
で
い
る
人
々
が
い
る

こ
と
に
「
気
づ
く
」
べ
き
だ
と
い
う
も
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
教
会
は
社
会
へ
と
出
か
け
て

行
く
教
会
へ
と
変
わ
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。
と
り

わ
け
、日
本
の
社
会
に
は
、外
国
人
労
働
者
が
数
多

く
い
ま
す
。
小
教
区
共
同
体
も
ご
く
少
数
の
日
本

人
信
徒
に
対
し
て
、数
多
く
の
外
国
籍
の
信
徒
か

ら
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
彼
ら
と
共
に
生
き
て
い

く
た
め
に
は
、彼
ら
の
存
在
に
つ
い
て
「
気
づ
く
」

必
要
が
あ
る
の
で
す
。

６
．多
く
の
人
々
と

共
に
つ
く
る
教
会

　

こ
の
よ
う
に
日
本
に
い
る
移
動
者
、移
住
者
と

共
に
つ
く
る
教
会
を
目
指
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
シ
ノ
ド
ス
的
教
会
を
考
え
る
際
に
「
誰
と
歩

む
の
か
」、「
誰
に
寄
り
添
う
の
か
」、と
い
う
疑
問

が
生
ま
れ
て
き
ま
す
。
し
か
し
、わ
た
し
た
ち
が

相
手
を
選
べ
る
の
で
は
な
く
、目
の
前
に
い
る
人

と
「
共
に
歩
み
」、目
の
前
に
い
る
人
に
「
寄
り
添

う
」
の
が
大
切
だ
と
い
う
意
見
が
数
多
く
あ
り
ま

し
た
。
教
会
に
集
っ
た
わ
た
し
た
ち
の
目
の
前
に

い
る
人
こ
そ
が
、神
さ
ま
か
ら
の
ギ
フ
ト
と
し
て

与
え
ら
れ
た
も
の
な
の
で
す
。

　

ま
た
、信
仰
の
共
同
体
で
の
人
間
関
係
に
疲
れ

て
し
ま
い
、時
に
は
傷
つ
い
た
人
々
も
た
く
さ
ん

い
る
と
い
う
指
摘
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
う
い
っ
た

兄
弟
姉
妹
に
寄
り
添
う
こ
と
も
必
要
で
は
な
い
の

か
と
い
う
提
案
も
あ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
、教

会
が
行
う
環
境
問
題
へ
の
取
り
組
み
も
「
共
に
歩

む
」
シ
ノ
ド
ス
的
教
会
を
表
す
も
の
だ
と
い
う
意

見
も
多
く
み
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、他
宗
教
の
方
々
、キ
リ
ス
ト
教
諸
派
の

方
々
と
一
緒
に
歩
む
可
能
性
が
あ
る
こ
と
も
見
逃

し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

「
作
業
文
書
」
52
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
「
信
仰
の

あ
か
し
が
殉
教
の
域
に
達
し
て
い
る
」
教
会
も
あ

る
と
い
う
事
実
に
大
変
驚
い
た
と
い
う
感

想
を
分
か
ち
合
っ
て
く
れ
た
人
が
い
ま
し

た
。「
他
の
宗
教
の
人
々
と
共
に
歩
む
た
め

に
は
、預
言
の
勇
気
が
必
要
で
す
」
と
い

う
一
文
は
祈
り
と
黙
想
の
き
っ
か
け
と

な
っ
た
そ
う
で
す
。

７
．ケ
ア
と
い
う

宣
教
の
可
能
性

　

あ
る
教
区
で
は
司
祭
評
議
会
に
お
い

て
「
ケ
ア
」
と
い
う
具
体
的
な
宣
教
の
可

能
性
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、「
作

業
文
書
」
11
（
２
）
を
テ
キ
ス
ト
に
分
か

ち
合
い
ま
し
た
。
福
音
を
告
げ
知
ら
せ
る

こ
と
が
福
音
宣
教
で
あ
る
の
は
確
か
で
す

が
、具
体
的
に
い
つ
、ど
の
よ
う
な
形
で

福
音
を
告
げ
知
ら
せ
る
か
を
考
え
て
み

る
と
、日
常
生
活
の
中
で
多
く
の
人
々
が

行
っ
て
い
る
関
わ
り
と
交
わ
り
と
し
て
の

「
ケ
ア
」
が
あ
る
と
い
う
「
作
業
文
書
」

の
指
摘
は
、人
を
モ
ノ
の
よ
う
に
扱
い
、利

益
の
み
を
追
求
し
よ
う
と
す
る
現
代
社
会

に
あ
っ
て
新
し
い
宣
教
の
可
能
性
を
示
し

て
い
る
と
い
う
分
か
ち
合
い
が
な
さ
れ
ま

し
た
。
そ
し
て
、「
自
ら
の
い
の
ち
を
さ

さ
げ
る
ま
で
に
ケ
ア
す
る
」〔
11
（
２
）〕

神
の
姿
を
人
々
に
伝
え
る
こ
と
で
、真
の

ケ
ア
、真
の
人
間
関
係
を
教
会
が
提
示
で

き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
い
う
提
案

も
あ
り
ま
し
た
。

　
「
ケ
ア
」
を
真
に
霊
的
な
体
験
へ
と
変

え
て
い
く
こ
と
が
福
音
宣
教
と
結
び
つ
く

と
い
う
「
作
業
文
書
」
の
意
見
は
、さ
ら

に
深
め
ら
れ
、実
践
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る

と
分
か
ち
合
い
ま
し
た
。

８
．対
話
し
、分
か
ち
合
う

　
　
　

こ
と
に
つ
い
て

　

以
上
の
よ
う
に
開
か
れ
た
教
会
、共
に

歩
む
シ
ノ
ド
ス
的
教
会
を
目
指
す
た
め
に

は
、「
聞
く
」
こ
と
、「
気
づ
く
」
こ
と
、

「
寄
り
添
う
」
こ
と
、そ
し
て
「
ケ
ア
」
が

必
要
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
に
な
っ
た
と

思
い
ま
す
。
そ
し
て
、こ
れ
ら
を
実
行
し

て
い
く
た
め
に
は
「
対
話
す
る
」、「
分
か

シ
ノ
ド
ス
第

シ
ノ
ド
ス
第
1616
回
通
常
総
会
に
向
け
て

回
通
常
総
会
に
向
け
て

「
大
陸
ス
テ
ー
ジ
の
た
め
の

「
大
陸
ス
テ
ー
ジ
の
た
め
の

　
作
業
文
書
」
に
つ
い
て
の
レ
ポ
ー
ト

　
作
業
文
書
」
に
つ
い
て
の
レ
ポ
ー
ト

２
０
２
３
年
１
月

２
０
２
３
年
１
月
1212
日　

日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
司
教
協
議
会

日　

日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
司
教
協
議
会

　

現
在
、全
世
界
の
教
会
が
歩
み
を
共
に
し
て
い
る
「
シ
ノ
ド
ス
」
は
、

　

現
在
、全
世
界
の
教
会
が
歩
み
を
共
に
し
て
い
る
「
シ
ノ
ド
ス
」
は
、
➊➊
「
教
区
ス
テ
ー
ジ

「
教
区
ス
テ
ー
ジ  

２
０
２
１
年

２
０
２
１
年
1010
月
～
月
～
2222
年
８
月
」
と

年
８
月
」
と
➋➋
「
大
陸
ス
テ
ー
ジ

「
大
陸
ス
テ
ー
ジ  

2222
年
８
月
～

年
８
月
～
2323
年
３
月
」
を
経
て
、

年
３
月
」
を
経
て
、

シ
ノ
ド
ス
総
会
の

シ
ノ
ド
ス
総
会
の
➌➌
「
第
１
会
期

「
第
１
会
期  

2323
年年
1010
月
」
と

月
」
と
➍➍
「
第
２
会
期

「
第
２
会
期  

2424
年年
1010
月
」
を
迎
え
る
。

月
」
を
迎
え
る
。

本
紙
で
は
今
年
１
月
号
か
ら
３
月
号
に
か
け
て
「
長
崎
大
司
教
区
の
ま
と
め
」（

本
紙
で
は
今
年
１
月
号
か
ら
３
月
号
に
か
け
て
「
長
崎
大
司
教
区
の
ま
と
め
」（
➊➊
に
関
連
）

に
関
連
）

を
紹
介
し
た
。
今
回
は
前
号
５
月
号
に
続
き
、昨
年

を
紹
介
し
た
。
今
回
は
前
号
５
月
号
に
続
き
、昨
年
1010
月月
2424
日
に
教
皇
庁
シ
ノ
ド
ス
事
務
局
が

日
に
教
皇
庁
シ
ノ
ド
ス
事
務
局
が

発
表
し
た
「『
あ
な
た
の
天
幕
に
場
所
を
広
く
取
り
な
さ
い
』
大
陸
ス
テ
ー
ジ
の
た
め
の
作
業

発
表
し
た
「『
あ
な
た
の
天
幕
に
場
所
を
広
く
取
り
な
さ
い
』
大
陸
ス
テ
ー
ジ
の
た
め
の
作
業

文
書
」（
全
文
は
カ
ト
リ
ッ
ク
中
央
協
議
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
）
に
つ
い
て
、日
本
の
各
教

文
書
」（
全
文
は
カ
ト
リ
ッ
ク
中
央
協
議
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
）
に
つ
い
て
、日
本
の
各
教

区
が
行
っ
た
分
か
ち
合
い
と
意
見
交
換
の
内
容
を
ま
と
め
た
レ
ポ
ー
ト
（

区
が
行
っ
た
分
か
ち
合
い
と
意
見
交
換
の
内
容
を
ま
と
め
た
レ
ポ
ー
ト
（
➋➋
に
関
連
）
を
掲

に
関
連
）
を
掲

載
す
る
２
回
目
。
こ
の
レ
ポ
ー
ト
は
、今
年
２
月
に
開
催
さ
れ
た
「
ア
ジ
ア
大
陸
別
シ
ノ
ド
ス
」

載
す
る
２
回
目
。
こ
の
レ
ポ
ー
ト
は
、今
年
２
月
に
開
催
さ
れ
た
「
ア
ジ
ア
大
陸
別
シ
ノ
ド
ス
」

に
向
け
て
、大
陸
ス
テ
ー
ジ
を
主
催
し
た
ア
ジ
ア
司
教
協
議
会
連
盟
（
Ｆ
Ａ
Ｂ
Ｃ
）
に
今
年
１

に
向
け
て
、大
陸
ス
テ
ー
ジ
を
主
催
し
た
ア
ジ
ア
司
教
協
議
会
連
盟
（
Ｆ
Ａ
Ｂ
Ｃ
）
に
今
年
１

月
に
提
出
さ
れ
た
。
こ
れ
か
ら
も
「
シ
ノ
ド
ス
」
の
歩
み
に
心
を
と
め
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

月
に
提
出
さ
れ
た
。
こ
れ
か
ら
も
「
シ
ノ
ド
ス
」
の
歩
み
に
心
を
と
め
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

ち
合
う
こ
と
」
が
何
よ
り
も
大
切
な
方
法
論

で
あ
る
こ
と
に
も
多
く
の
人
々
は
気
が
つ
い

て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、そ
の
一
方
で
、恐
れ
も
あ
り
ま

す
。
ま
ず
、信
仰
の
共
同
体
の
中
で
分
か
ち

合
い
の
習
慣
が
な
い
と
い
う
事
実
で
す
。
信

仰
や
体
験
を
「
分
か
ち
合
う
」
こ
と
に
慣
れ

て
い
な
い
の
で
す
。
ま
た
、高
齢
者
が
多
い

日
本
の
社
会
で
は
、自
分
の
意
見
を
押
し
つ

け
て
し
ま
う
人
が
意
外
に
多
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
こ
れ
は
高
齢
者
特
有
の
寂
し
さ
、孤

独
感
か
ら
生
じ
る
も
の
な
の
で
し
ょ
う
。
さ

ら
に
、信
仰
の
共
同
体
が
何
か
新
し
い
こ
と

を
始
め
る
と
き
に
は
、必
ず
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な

意
見
が
多
数
を
占
め
て
し
ま
う
と
い
う
事
実

も
複
数
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
若
い

世
代
や
女
性
な
ど
が
共
同
体
の
中
で
提
案
し

て
も
実
行
に
移
す
こ
と
が
難
し
い
と
い
う
事

実
も
意
見
と
し
て
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

共
に
歩
む
シ
ノ
ド
ス
的
教
会
は
、信
仰
の

共
同
体
の
霊
的
な
成
熟
に
基
づ
い
て
生
ま
れ

て
い
く
の
で
し
ょ
う
。こ
の
点
に
つ
い
て「
作

業
文
書
」
11
（
４
）、（
５
）
に
指
摘
さ
れ
て

い
る
よ
う
な
生
き
た
霊
性
に
よ
る
養
成
と
典

礼
の
重
要
性
に
つ
い
て
の
分
か
ち
合
い
と
意

見
交
換
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
残
念
で

す
。
し
か
し
、こ
の
点
に
つ
い
て
も
共
同
責

任
と
共
同
識
別
と
同
じ
よ
う
に
シ
ノ
ド
ス
的

教
会
の
旅
路
の
中
で
次
第
に
自
覚
さ
れ
、明

確
に
な
っ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

お
わ
り
に

　

以
上
、簡
単
で
す
が
「
大
陸
ス
テ
ー
ジ
の

た
め
の
作
業
文
書
」
に
つ
い
て
の
日
本
の
各

教
区
で
な
さ
れ
た
分
か
ち
合
い
と
意
見
交
換

を
ま
と
め
ま
し
た
。
２
０
２
３
年
10
月
の
本

会
議
に
議
論
す
る
よ
う
な
具
体
的
な
提
案
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、教
会
の
あ
り
方
を

シ
ノ
ダ
リ
テ
ィ
の
観
点
か
ら
見
つ
め
直
す
取

り
組
み
は
日
本
の
各
教
区
で
は
な
さ
れ
て
い

ま
す
。
２
０
０
年
前
に
海
外
か
ら
の
宣
教
師

た
ち
が
始
め
た
日
本
の
教
会
は
、こ
う
し
て

社
会
の
中
で
生
き
る
い
の
ち
の
通
っ
た
教
会

へ
と
変
化
し
て
い
く
と
思
い
ま
す
。
シ
ノ
ド

ス
の
旅
路
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
。
聖
霊

の
導
き
に
従
っ
て
歩
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

（
終
わ
り
）

＊
全
文
は
中
央
協
議
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載

２

〈区画 /規格 ： １.５m×２.０m　３.０㎡〉 〈納骨堂式〉
納骨堂式１基 （３段） ……78 万円
永代使用料２０万、 管理費１０年３万円
消費税を含む

墓碑 1区画 （青 ・桜 ・白） ……182.5 万円　※自由区画もあります。

（永代使用料５０万、 管理費１０年６万円、 消費税を含む）

山脇　守

ドミニコ 溝 口 悦 雄
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小教区
信徒数

世帯数
洗　礼 ミサ参加者 結　婚

死亡信徒
同士

混宗
婚 (1)

異宗
婚 (2)

他宗
同士男 女 合計 子ども 成人 主日 復活 降誕

浦 上 2,781 3,517 6,298 1,323 27 7 1,200 1,200 1,500 4 0 14 1 67
稲 佐 356 408 764 253 3 0 120 170 220 0 0 2 0 10
城 山 1,179 1,455 2,634 683 11 2 350 400 600 0 0 4 0 40
西 町 961 1,175 2,136 712 1 1 300 400 450 0 0 1 0 29
本 原 899 1,072 1,971 452 3 0 300 350 500 0 0 0 0 21
三 ツ 山 119 179 298 74 1 0 80 100 120 0 0 3 0 6
中 町 547 801 1,348 480 5 5 250 320 350 2 0 10 4 26
神 ノ 島 180 240 420 160 0 0 130 170 250 0 0 1 1 6
木 鉢 440 560 1,000 308 3 1 200 250 300 1 0 1 0 11
飽 の 浦 542 661 1,203 416 0 0 150 180 180 1 0 1 0 17
本 河 内 54 82 136 54 0 0 30 70 70 0 0 1 1 2
八 幡 町 148 216 364 101 0 0 40 60 60 0 0 0 0 4
愛 宕 242 482 724 195 0 2 90 140 90 0 0 0 0 9
大 浦 323 410 733 326 0 0 130 180 230 0 0 2 0 14
大 山 75 135 210 86 0 1 70 100 100 0 0 0 0 3
小 ヶ 倉 310 424 734 249 0 0 120 170 170 0 0 0 0 7
深 堀 512 620 1,132 283 1 1 180 200 240 0 0 0 0 14
香 焼 196 240 436 170 1 1 130 230 230 0 0 0 0 6
馬 込 117 196 313 190 3 0 200 200 200 0 0 0 0 6
滑 石 1,736 2,052 3,788 665 8 9 400 500 600 3 0 3 0 25
出 津 237 303 540 188 0 0 150 200 200 0 0 0 0 10
黒 崎 335 370 705 202 3 1 150 200 200 0 0 0 0 14
時 津 454 532 986 283 1 1 180 210 220 0 0 1 0 12
長 与 456 480 936 301 3 5 160 200 330 0 0 1 0 8
東 長 崎 629 794 1,423 385 1 2 150 320 330 0 0 1 0 12
植 松 775 931 1,706 483 5 3 300 400 400 0 0 0 0 16
水 主 町 309 326 635 207 3 2 150 200 230 1 0 0 0 11
諫 早 491 632 1,123 300 4 1 150 250 300 0 0 4 0 9
愛 野 26 31 57 22 0 0 10 15 15 0 0 0 0 0
島 原 68 80 148 80 0 1 30 40 60 0 0 0 0 2
湯 江 53 86 139 54 0 0 30 40 50 0 0 1 0 7
相 浦 455 560 1,015 430 0 1 250 300 300 0 0 0 0 19
三 浦 町 472 674 1,146 374 8 2 70 285 333 0 0 0 0 18
鹿 子 前 297 362 659 176 2 0 220 320 350 0 0 5 0 6
俵 町 311 353 664 241 7 2 180 250 300 1 0 3 0 9
大 野 288 348 636 268 0 0 150 150 170 0 0 0 0 12
浅 子 342 389 731 242 1 0 100 200 250 0 0 1 0 6
黒 島 162 186 348 134 0 0 90 120 120 1 0 0 1 11
太 田 尾 151 101 252 101 0 0 80 110 150 0 0 0 0 3
神 崎 801 867 1,668 344 6 1 300 650 650 1 0 2 0 10
褥 崎 380 350 730 202 4 3 160 400 320 3 0 0 0 6
大 崎 291 368 659 150 5 2 250 400 400 1 0 1 0 0
天 神 202 235 437 114 0 1 65 80 80 0 0 0 0 5
早 岐 234 280 514 157 3 0 100 100 120 0 0 0 0 7
佐 々 329 393 722 246 7 0 170 200 250 0 0 2 0 9
平 戸 289 345 634 201 3 0 120 150 150 0 0 1 0 9
上 神 崎 205 212 417 147 0 0 140 200 180 0 0 0 0 6
宝 亀 149 174 323 96 1 0 100 150 120 0 0 0 0 4
田 平 287 363 650 205 0 1 300 300 300 0 0 0 0 0
紐 差 461 574 1,035 253 20 2 250 350 350 0 0 2 0 19
西 木 場 245 285 530 184 0 0 120 190 190 0 0 1 0 8
平 戸 口 161 177 338 106 0 0 90 110 120 0 0 0 0 8
山 田 105 116 221 68 0 0 90 120 120 0 0 0 0 8
青 方 131 159 290 116 2 1 90 120 200 0 0 0 0 2
大 曽 172 168 340 127 2 0 150 250 250 0 0 1 0 10
青砂ヶ浦 450 517 967 345 0 0 120 150 130 0 0 0 0 14
丸 尾 190 191 381 160 0 0 130 200 200 0 0 0 0 5
仲 知 59 71 130 103 3 1 80 80 80 0 0 0 0 6
曽 根 192 209 401 157 0 0 120 180 180 1 0 1 0 11
鯛 之 浦 299 388 687 194 0 0 100 200 200 0 0 0 0 17
浜 串 171 176 347 185 0 0 160 160 160 0 0 1 0 7

桐 304 294 598 195 0 3 200 250 250 0 0 1 0 9
真手ノ浦 199 149 348 134 0 0 80 100 100 1 0 0 0 9
土井ノ浦 93 132 225 104 0 0 70 80 90 0 0 0 0 4
福 江 540 539 1,079 463 1 2 350 450 450 0 0 2 0 25
浜 脇 33 35 68 26 1 0 40 50 50 0 0 0 0 1
浦 頭 126 207 333 171 3 0 200 250 250 0 0 0 0 8
奈 留 173 173 346 120 0 0 80 150 150 0 0 0 0 10
水 ノ 浦 175 203 378 170 2 0 140 300 260 0 0 1 0 6
三 井 楽 117 177 294 120 1 0 160 180 180 0 0 0 0 7
貝 津 65 73 138 57 0 0 50 60 60 0 0 0 0 4
井 持 浦 59 48 107 46 0 0 40 70 70 0 0 0 0 3
総 計 25,715 31,111 56,826 17,117 169 68 11,685 15,880 17,428 21 0 76 8 765

(1) 混宗婚とは、カトリック信者とカトリック以外のキリスト信者との結婚
(2) 異宗婚とは、カトリック信者と非キリスト者との結婚

長崎大司教区現勢統計表（2022/12/31 現在）

地 域 ……  長崎県 小 教 区 …… 72
面 積 …… 4,131 ㎢ 準小教区 …… 1
県 人 口 …… 1,279,871 人 巡回教会 …… 56
カトリック …… 57,692 人 集 会 所 …… 2

信徒数 司祭・他 総数
2020 年 58,343 人 818 人 59,161 人
2021 年 57,615 人 877 人 58,492 人
2022 年 56,826 人 866 人 57,692 人

岬
の
聖
母
祭
―
神
ノ
島
教
会

世
界
平
和
と
航
海
安
全
を
願
っ
て

世
界
平
和
と
航
海
安
全
を
願
っ
て

　

５
月
７
日
（
日
）
神
ノ
島

教
会
（
主
任
司
祭
・
山
内
啓

輔
師
）
で
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
数
年

間
中
止
と
な
っ
て
い
た
毎
年

５
月
の
恒
例
行
事
、「
岬
の

聖
母
祭
」
が
行
わ
れ
た
。
本

来
は
教
会
下
か
ら
岬
の
聖
母

像
ま
で
聖
母
行
列
を
行
う
予

定
だ
っ
た
が
、当
日
は
雨
天

と
な
っ
た
た
め
、14
時
か
ら

聖
堂
で
、世
界
平
和
と
長
崎

の
港
を
出
る
船
の
航
海
の
安

全
を
願
っ
て
ロ
ザ
リ
オ
の
祈

り
を
さ
さ
げ
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
が
教
会
の
母
で

あ
る
聖
母
マ
リ
ア
に
花
を
さ

さ
げ
、聖
母
を
美
し
く
装
い
、

ま
た
、各
玄
義
の
時
に
は

子
ど
も
た
ち
が
元
気
よ
く

マ
リ
ア
像
に
花
を
ま
い

た
。
ロ
ザ
リ
オ
の
後
、ミ

サ
を
行
い
、引
き
続
き
皆

で
共
に
祈
っ
た
。

　

教
会
関
係
者
は
、「
花

が
さ
さ
げ
ら
れ
た
マ
リ
ア

様
と
と
も
に
信
者
の
心
も

清
く
、美
し
く
彩
ら
れ
た

よ
う
に
感
じ
た
。
今
年
ま

で
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
こ
と

が
考
慮
さ
れ
自
小
教
区
の

み
の
行
事
と
な
っ
た
が
、

来
年
か
ら
は
周
り
の
小

教
区
に
も
参
加
を
呼
び

か
け
、皆
で
祈
る
機
会
に

な
っ
た
ら
と
思
う
」
と
話

し
て
い
た
。

ル
ル
ド
祭
―
井
持
浦
教
会

〝
そ
れ
ぞ
れ
の
場
を
、ル
ル
ド
に
”

〝
そ
れ
ぞ
れ
の
場
を
、ル
ル
ド
に
”

　

５
月
14
日
（
日
）
下
五
島

地
区
で
、井
持
浦
教
会
の
ル

ル
ド
創
設
１
２
４
周
年
を
記

念
す
る「
井
持
浦
ル
ル
ド
祭
」

が
行
わ
れ
た
。
こ
こ
数
年
コ

ロ
ナ
禍
の
た
め
井
持
浦
小
教

区
の
み
で
の
開
催
と
な
っ
て

い
た
が
、
４
年
ぶ
り
に
下
五

島
地
区
を
挙
げ
て
の
開
催
と

な
っ
た
。
お
よ
そ
３
０
０
人

が
集
ま
り
、聖
母
行
列
を
し
、

記
念
ミ
サ
を
さ
さ
げ
た
。

　

ル
ル
ド
祭
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

は
「
と
も
に
祈
り　

と
も
に

歩
む
」。
井
持
浦
教
会
の
ル

ル
ド
を
形
作
る
石
は
、か
つ

て
下
五
島
の
各
教
会
か
ら

持
っ
て
き
て
さ
さ
げ
ら
れ
た

も
の
だ
と
い
う
。
こ
の
日
、

各
地
か
ら
集
ま
り
心
を
合
わ

せ
て
と
も
に
祈
り
続
け
る
教

会
、皆
が
慕
う
聖
母
マ
リ
ア

と
と
も
に
あ
り
続
け
る
教
会

の
姿
が
感
じ
ら
れ
た
。司
式
・

説
教
師
を
務
め
た
下
五
島
地

区
長
の
中
田
輝
次
師
は
、「
こ

の
体
験
を
持
ち
帰
っ
て
、家

庭
を
、そ
れ
ぞ
れ
の
場
を
、ル

ル
ド
に
し
て
ほ
し
い
。
生
き

た
水
を
与
え
る
人
に
な
っ
て

ほ
し
い
」
と
説
い
た
。

　

来
年
は
ル
ル
ド
創
設
１
２

５
周
年
の
節
目
を
迎
え
る
。

関
係
者
は
、「
マ
リ
ア
様
の

ご
保
護
の
も
と
に
歩
み
続
け

る
下
五
島
の
教
会
を
思
う
」

と
語
っ
て
い
た
。

　

４
月
18
日
、老
衰
の
た
め

逝
去
。
88
歳
。

　

１
９
３
４
年
五
島
市
に
生

ま
れ
る
。
畑
仕
事
、牛
の
肥

育
、漁
業
に
従
事
し
、と
き
に

出
稼
ぎ
な
ど
も
行
い
な
が

ら
、10
人
の
子
ど
も
を
育
て

る
。
ミ
サ
に
行
く
こ
と
を
喜

び
と
し
、教
会
に
あ
っ
て
は
、

祈
り
の
先
あ
げ
（
先
唱
）
や

聖
書
朗
読
を
積
極
的
に
行

い
、家
庭
で
も
ロ
ザ
リ
オ
と

朝
晩
の
祈
り
を
、子
ど
も
た

ち
の
こ
と
を
想
い
な
が
ら
さ

さ
げ
て
い
た
。

　

昨
年
９
月
に
米
寿
の
祝
い

を
し
た
の
ち
、11
月
頃
に
体

調
を
崩
し
、入
退
院
を
繰
り

返
す
よ
う
に
な
る
。
次
第
に

立
ち
上
が
る
力
を
失
い
、声

を
失
い
、食
べ
る
力
を
も
失

う
中
、祈
り
だ
け
は
失
わ
れ

る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
最
期

は
自
宅
で
娘
た
ち
に
み
と
ら

れ
な
が
ら
穏
や
か
な
顔
で
息

を
引
き
取
っ
た
。「
い
つ
も
神

に
感
謝
。
み
ん
な
あ
り
が
と

う
。」
―
米
寿
の
祝
い
時
に

家
族
に
遺
し
た
言
葉
だ
っ

た
。

ヨ
ゼ
フ

中
尾
實
男
さ
ん

（
中
尾
直
通
師
の
父
）

感
　
謝

― 

寄
　
付 

―

長
崎
大
司
教
区

◦
薬
師
寺
秀
子
様
（
滑
石
）

― 

香
典
返
し 

―

長
崎
大
司
教
区

◦
石
山
清
美
様
（
鹿
子
前
）

　

故
マ
リ
ア
石
山
美
代
子
様

　

右
の
方
々
か
ら
ご
寄
付
・
ご

芳
志
を
賜
り
ま
し
た
。
お
礼

と
ご
報
告
を
申
し
上
げ
ま
す
。

短
　
信

〈
堅
信
式
〉

　

４
月
23
日
㈰
西
町
教
会
で

中
村
倫
明
大
司
教
の
司
式
に

よ
り
堅
信
式
ミ
サ
が
行
わ

れ
、中
学
生
９
人
、大
人
１
人

の
計
10
人
が
堅
信
の
秘
跡
に

あ
ず
か
っ
た
。

〈
卯
辰
山
殉
教
者
祭
と
津
和

野
・
乙
女
峠
ま
つ
り
〉

　

浦
上
四
番
崩
れ
に
よ
っ
て

全
国
22
カ
所
に
流
配
さ
れ
た

「
旅
」
の
出
来
事
を
思
い
、浦

上
信
徒
ら
を
し
の
ん
で
各
地

で
ミ
サ
が
さ
さ
げ
ら
れ
た
。

名
古
屋
教
区
の
卯う

辰た
つ

山や
ま

で
は

４
月
29
日
㈯
に
古
巣 

馨
師

（
長
崎
教
区
）
が
、広
島
教
区

の
津
和
野
・
乙
女
峠
で
は
５

月
３
日
㈬
に
前
田
万
葉
枢
機

卿
（
大
阪
教
区
）
が
主
司
式

を
務
め
、皆
で
祈
っ
た
。
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７
月
号
は

７
月
号
は

休
刊
い
た
し
ま
す

休
刊
い
た
し
ま
す

カトリック教報

　

長
崎
に
お
い

て
も
外
国
人
信

徒
が
増
え
つ
つ

あ
る
昨
今
、
２

０
２
０
年
長
崎
教
区
の
招
き

に
応
え
、昨
年
４
月
に
聖
ビ

ン
セ
ン
シ
オ
の
宣
教
会
ベ
ト

ナ
ム
管
区
か
ら
長
崎
教
区
へ

派
遣
さ
れ
た
。
ト
ゥ
神
父
は

「
中
村
大
司
教
様
と
髙
見
大

司
教
様
に
心
か
ら
感
謝
い
た

し
ま
す
。
こ
れ
は
、教
会
共

同
体
、特
に
在
長
崎
の
ベ
ト

ナ
ム
人
共
同
体
に
対
す
る
、

牧
者
と
し
て
の
大
司
教
様
の

深
い
愛
を
示
し
て
お
ら
れ
る

と
感
じ
ま
し
た
」
と
話
す
。

　

同
宣
教
会
は
「
す
べ
て
の

人
、特
に
貧
し
い
人
に
仕
え

る
た
め
に
」
と
い
う
精
神
で
、

派
遣
さ
れ
る
こ
と
を
使
命
と

す
る
。
こ
の
１
年
、「
言
葉

の
壁
は
あ
る
も
の
の
穏
や
か

に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
」。

平
日
は
日
本
語
学
校
に
通
い

（
あ
と
１
年
通
学
）、土
曜
日

は
若
者
た
ち
に
向
け
オ
ン
ラ

イ
ン
で
の
結
婚
講
座
。
日
曜

日
は
諫
早
、島
原
、福
岡
、
５

月
か
ら
は
佐
世
保
で
も
、各

教
会
で
月
１
回
ベ
ト
ナ
ム
語

の
ミ
サ
を
行
う
。「
若
者
た
ち

は
家
族
と
国
を
離
れ
日
本
で

勉
強
し
な
が
ら
働
い
て
い
る

の
で
、〝
信
仰
の
火
〟
が
冷
め

な
い
よ
う
せ
め
て
毎
月
１
回
、

母
国
語
ミ
サ
に
参
加
す
る
よ

う
励
ま
し
て
い
ま
す
」
若
者

た
ち
に
日
本
語
ミ
サ
へ
の
参

加
も
勧
め
、日
本
人
信
徒
と

の
交
流
を
願
っ
て
い
る
。

　

ベ
ト
ナ
ム
南
部
の
ド
ン
ナ

イ
県
出
身
。
村
の
皆
が
信
者

で
、活
動
も
熱
心
、多
く
の
司

祭
・
修
道
者
が
生
ま
れ
た
。

家
族
や
友
人
か
ら
の
影
響
も

あ
っ
た
が
、小
さ
い
頃
か
ら
シ

ス
タ
ー
で
あ
る
叔
母
が
よ
く

声
を
か
け
、か
わ
い
が
っ
て
く

れ
た
。「
ベ
ト
ナ
ム
に
は
『
召

命
は
家
庭
と
小
教
区
の
中
で

育
ま
れ
る
』
と
い
う
言
葉
が

あ
り
ま
す
。
召
命
は
神
様
か

ら
の
贈
り
物
で
神
秘
的
だ
か

ら
理
解
で
き
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、毎
日
、祈
り
、出

会
い
、神
様
の
愛
の
体
験
を

通
し
て
こ
の
召
命
を
覚
悟
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
修

道
司
祭
に
な
っ
た
理
由
は
本

当
に
分
か
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、

宣
教
会
の
精
神
、『
貧
し
い

人
々
の
た
め
に
、自
分
の
手
、

額
の
汗
で
仕
え
る
』
と
い
う

中
で
生
き
た
い
と
自
分
の
召

命
を
見
い
だ
し
ま
し
た
」

　

子
ど
も
の
頃
か
ら
好
き
な

み
言
葉
は
「
あ
な
た
の
道
を

主
に
ま
か
せ
よ
。信
頼
せ
よ
、

主
は
計
ら
い
」（
詩
編
37
・

５
）。
日
本
へ
の
派
遣
を
含

め
人
生
の
あ
ら
ゆ
る
出
来
事

の
中
で
こ
の
み
言
葉
を
黙
想

す
る
た
び
、生
き
る
力
と
な

り
、困
難
か
ら
立
ち
上
が
る

力
と
な
っ
た
。「
黙
想
す
れ
ば

す
る
ほ
ど
『
す
べ
て
の
出
来

事
の
中
に
神
様
は
共
に
お
ら

れ
る
』
と
感
じ
ま
し
た
。
で

す
か
ら
、恐
れ
る
こ
と
は
な

く
、す
べ
て
の
こ
と
を
神
様

に
委
ね
て
い
ま
す
」

　

長
崎
で
最
初
に
心
に
残
っ

た
こ
と
を
問
う
と
、「
空
港
に

着
い
た
時
、中
村
大
司
教
様
が

迎
え
に
来
て
く
だ
さ
っ
て
い
て

本
当
に
驚
き
ま
し
た
。
お
心

遣
い
を
と
て
も
う
れ
し
く
思

い
ま
し
た
」
と
語
る
。
ベ
ト

ナ
ム
に
い
る
友
人
た
ち
か
ら

長
崎
の
各
地
を
巡
っ
た
か
尋

ね
ら
れ
る
と
い
う
。「
急
が
ず

ゆ
っ
く
り
見
学
し
て
い
け
た

ら
…
長
崎
は
観
光
都
市
で
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
静
か
で
、

古
い
教
会
が
た
く
さ
ん
あ
る

こ
と
も
知
り
ま
し
た
。
ど
の

教
会
も
、厳
粛
で
心
地
良
く
、

祈
り
に
満
ち
た
雰
囲
気
で
す
」

　

温
厚
で
柔
和
な
印
象
。
自

身
を
「
静
か
な
人
」
と
評
す

る
が
、教
会
の
仲
間
か
ら
は

「
疲
れ
た
時
に
お
も
し
ろ
い

こ
と
を
言
っ
て
み
ん
な
を
笑

わ
せ
、疲
れ
を
吹
き
飛
ば
し

て
く
れ
る
」
と
い
う
声
も
。

新
型
コ
ロ
ナ
が
一
時
落
ち
着

い
た
頃
、
２
０
２
１
年
４
月

８
日
に
11
人
の
会
員
と
共
に

司
祭
に
叙
階
さ
れ
た
。40
歳
。

め
て
だ
と
い
う
。
新
し
い
神
父
様
が
到
着
さ
れ

る
日
、信
徒
た
ち
は
不
安
と
期
待
が
入
り
混
じ

る
中
、か
た
ず
を
の
ん
で
待
っ
て
い
た
。
黒
い

服
で
固
め
た
長
身
の
若
い
方
が
車
か
ら
降
り
る

と
、大
股
で
聖
堂
の
中
へ
入
っ
て
行
か
れ
た
。

ま
も
な
く
信
徒
た
ち
の
拍
手
で
迎
え
ら
れ
、質

問
攻
め
に
あ
う
。

　
「
何
歳
で
す
か
？
」「
33
歳
」

　
「
あ
あ
、イ
エ
ス
様
と
同
じ
年
だ
！
」

　
「
日
本
に
来
て
何
年
？
」「
６
年
」

　
「
日
本
語
は
、大
丈
夫
？
」
な
ど
な
ど
。

　

年
度
初
め
の
教
会
学
校
保
護
者
会
で
は
、神
父

様
は
流
ち
ょ
う
な
日
本
語
で
、て
き
ぱ
き
と
受
け

答
え
を
さ
れ
て
保
護
者
も
一
安
心
。
今
ま
で
の
心

配
は
杞き

憂ゆ
う

に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
だ
。
一
番
喜
ん
だ

の
は
子
ど
も
た
ち
だ
っ
た
。
そ
れ
は
冒
頭
に
記
し

た
通
り
で
あ
る
。

　

私
た
ち
カ
テ
キ
ス
タ
は
、高
齢
で
、子
ど
も

た
ち
と
一
緒
に
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
ず
、心
苦
し

い
思
い
を
し
て
い
た
。
元
気
で
若
い
神
父
様
と

楽
し
く
遊
ん
で
い
る
子
ど
も
た
ち
を
見
る
た
び

に
、私
は
若
い
イ
エ
ス
様
の
お
姿
を
想
像
し
、

「
イ
ン
マ
ヌ
エ
ル
…
神
は
わ
た
し
た
ち
と
と
も

に
お
ら
れ
る
」
の
み
こ
と
ば
を
思
い
出
す
の
で

あ
る
。
若
い
主
任
神
父
様
を
お
迎
え
し
て
以
来
、

こ
の
み
こ
と
ば
を
味
わ
う
機
会
が
増
え
た
よ
う

に
感
じ
て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
も
、

神
父
様
と
の
楽
し
い
ひ
と
と
き
は
、忘
れ
が
た

い
貴
重
な
体
験
で
あ
り
、こ
れ
か
ら
先
、イ
エ
ス

様
と
の
親
し
い
交
わ
り
に
導
か
れ
て
い
く
に
ち

が
い
な
い
。

　

イ
ン
マ
ヌ
エ
ル
…
こ
の
名
は
、

　
「
神
は
わ
た
し
た
ち
と
と
も
に
お
ら
れ
る
」

（
マ
タ
イ
１
・
23
）

　

金
曜
日
の
夕
方
、天
神
教
会
の
小
さ
な
駐
車

場
は
、子
ど
も
た
ち
の
に
ぎ
や
か
な
声
で
あ
ふ

れ
る
。
か
く
れ
ん
ぼ
、ド
ッ
ヂ
ビ
ー
な
ど
、そ
れ

と
若
い
神
父
様
と
一
緒
に
い
る
の
が
何
よ
り
も

う
れ
し
い
。
け
い
こ
の
前
後
、20
分
程
度
で
は

あ
る
が
、こ
れ
は
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
教
会

学
校
に
来
る
一
番
の
楽
し
み
で
も
あ
る
。

　

４
年
前
、天
神
教
会
は
司
祭
不
在
の
危
機
に

見
舞
わ
れ
た
。
主
任
神
父
様
が
隣
の
三
浦
町
教

会
を
兼
任
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
。
天
神

教
会
は
建
て
ら
れ
た
当
初
、三
浦
町
教
会
の
巡

回
教
会
だ
っ
た
の
で
、ま
た
元
に
戻
る
か
も
し

れ
な
い
。
私
は
「
イ
ン
マ
ヌ
エ
ル
」
の
お
姿
が

遠
の
い
た
よ
う
に
感
じ
て
い
た
。

　

そ
し
て
、
２
年
前
、や
っ
と
新
し
い
神
父
様

が
来
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、韓
国
か
ら
派

遣
さ
れ
、若
く
て
、主
任
司
祭
を
さ
れ
る
の
も
初

楠本  静子 楠本  静子 
（長崎教区信仰教育委員会、（長崎教区信仰教育委員会、

天神教会 カテキスタ）天神教会 カテキスタ）

みことばにふれて 201

召
命
の
た
め
の
ロ
ザ
リ
オ

召
命
の
た
め
の
ロ
ザ
リ
オ

香
焼
教
会
が
「
１
万
連
奉
献
運
動
」
始
め
る

　

香
焼
教
会
で
は
、召
命
の

問
題
に
直
面
し
て
い
る
日
本

の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
と
長
崎

教
区
の
た
め
に
、今
年
度
の

神
の
み
言
葉
と
し
て
「
収
穫

の
た
め
に
働
き
手
を
送
っ
て

く
だ
さ
る
よ
う
に
、収
穫
の

主
に
願
い
な
さ
い
」（
マ
タ

イ
９
・
38
）
を
選
び
、「
召

命
の
た
め
の
ロ
ザ
リ
オ
１
万

連
奉
献
運
動
」
を
始
め
た
。

　

こ
の
運
動
に
つ
い
て
主
任

司
祭
の
ダ
ニ
エ
ル
金キ

ム

桐ド
ン

旭ウ
ク

師

は
、「
子
ど
も
た
ち
が
少
な

い
教
会
な
の
で
、実
際
に
神

学
校
や
修
道
院
に
子
ど
も
を

送
る
こ
と
が
で
き
る
と
は
限

ら
な
い
が
、ま
ず
『
主
に
願

い
な
さ
い
』
と
い
う
キ
リ
ス

ト
の
命
令
に
従
い
、召
命
へ

の
関
心
を
呼
び
か
け
て
、召

命
の
た
め
に
祈
る
共
同
体
を

目
指
す
よ
う
、こ
の
運
動
を

企
画
し
た
」
と
説
明
し
た
。

　

１
年
間
自
発
的
に
祈
り
を

さ
さ
げ
、
５
連
に
つ
き
１
枚

の
シ
ー
ル
を
付
け
る
こ
と
で

２
千
マ
ス
の
「
イ
エ
ス
の
み

顔
」
を
完
成
さ
せ
る
の
が
目

標
。
信
徒
か
ら
も
好
評
で
、

す
で
に
１
千
連
以
上
奉
献
さ

れ
て
い
る
。
同
教
会
は
、
１

万
連
を
達
成
し
た
時
点
で

長
崎
教
区
に
さ
さ
げ
る
予

定
で
、召
命
の
た
め
に
少

し
で
も
役
立
つ
き
っ
か
け

と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
る
。

　
（
写
真
は
㊨
聖
堂
に
掲

げ
ら
れ
て
い
る
み
言
葉
の

バ
ン
ナ
と
㊧
上
か
ら
少
し

ず
つ
シ
ー
ル
が
貼
ら
れ
て

い
る
「
イ
エ
ス
の
み
顔
」）

ベ
ト
ナ
ム
か
ら
長
崎
へ
派
遣
さ
れ
て
１
年

〝
す
べ
て
の
出
来
事
の
中
に
神
は
共
に
お
ら
れ
る
”

聖
ビ
ン
セ
ン
シ
オ
の
宣
教
会

ア
ウ
グ
ス
チ
ン
・
フ
ァ
ム 

グ
ェ
ン 

ホ
ア
ン 

ト
ゥ
神
父

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
実
施
が
見
送
ら

れ
て
い
た
ク
ル
シ
リ
ヨ
が
、
５
月
３
日
（
水
）
夕
方
か

ら
６
日
（
土
）
ま
で
、場
所
を
お
告
げ
の
マ
リ
ア
修
道

会
本
部
に
変
更
、担
当
司
祭
も
一
ノ
瀬
輝
幸
師
に
交
代

し
、17
小
教
区
21
人
（
男
性
６
・
女
性
15
）
の
参
加
の

も
と
開
催
さ
れ
た
。
87
歳
～
32
歳
の
家
庭
的
な
雰
囲

気
の
中
、祈
り
と
犠
牲
に
支
え
ら
れ
、参
加
者
は
キ
リ

ス
ト
と
の
真
の
出
会
い
へ
と
導
か
れ
た
。
稲
佐
１
、城

山
１
、三
ツ
山
１
、中
町
１
、飽
の
浦
１
、八
幡
町
１
、深

堀
１
、香
焼
１
、滑
石
１
、相
浦
２
、鹿
子
前
１
、俵
町
１
、

平
戸
１
、西
木
場
２
、鯛
之
浦
２
、浜
串
２
、三
井
楽
１
。

青
年
の
た
め
の
巡
礼
ウ
オ
ー
ク

青
年
の
た
め
の
巡
礼
ウ
オ
ー
ク

教
区
召
命
委
員
会
が
呼
び
か
け 

平
戸
方
面
へ

　

教
区
召
命
委
員
会
（
辻
原

達
也
委
員
長
）
は
５
月
４
日

（
木
）
か
ら
５
日
（
金
）
に

か
け
て
、青
年
の
た
め
の
巡

礼
ウ
オ
ー
ク
を
開
催
し

た
。
参
加
者
は
13
人
、

ス
タ
ッ
フ
10
人
に
シ
ス

タ
ー
方
も
有
志
で
加

わ
っ
た
。

　

今
年
は
生
月
、平
戸
、

田
平
を
巡
る
コ
ー
ス
。

雨
天
決
行
で
の
実
施
の

中
、あ
い
に
く
初
日
の

生
月
で
は
本
降
り
の
雨

に
見
舞
わ
れ
た
が
、誰

ひ
と
り
諦
め
る
こ
と
な
く
殉

教
者
を
し
の
ん
で
歩
き
続
け

た
。
そ
の
後
、紐
差
教
会
に

移
動
し
、信
徒
の
方
々
か
ら

温
か
い
も
て
な
し
を
受
け
て

１
日
目
が
終
了
。
２
日
目
は

平
戸
教
会
か
ら
ス
タ
ー
ト
。

平
戸
地
区
長
の
川
内
和
則
師

の
祝
福
を
い
た
だ
き
、焼
罪

史
跡
公
園
、田
平
教
会
を
目

指
し
た
。
参
加
者
は
、全
行

程
約
20
㎞
の
道
の
り
を
笑
顔

で
完
歩
し
た
。

　

主
催
し
た
召
命
委
員
会

は
、「
同
世
代
の
仲
間
た
ち

と
同
じ
目
的
地
を
目
指
し
て

歩
け
た
こ
と
は
、貴
重
な
体

験
と
な
っ
た
は
ず
。
人
生
を

共
に
歩
い
て
く
だ
さ
る
イ
エ

ス
様
と
会
話
し
な
が
ら
、困

難
を
乗
り
越
え
、そ
れ
ぞ
れ

の
召
命
の
道
の
り
を
力
強
く

歩
い
て
も
ら
え
た
ら
」
と
願

い
を
語
っ
た
。

〝被爆75年から〝被爆75年から
5年間のチャレンジ〟5年間のチャレンジ〟
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長
崎
教
区
に
お
け
る

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の

５
類
感
染
症
移
行
後
の
対
応

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
位
置
付
け
が
、今
年

５
月
８
日
か
ら
「
５
類
感
染

症
」
に
な
っ
た
。
こ
れ
を
受

け
長
崎
教
区
は
、
５
月
９
日

付
で
教
区
内
の
小
教
区
と
諸

活
動
団
体
に
、今
後
の
対
応

と
し
て
「
マ
ス
ク
着
用
の
判

断
」
と
「
手
洗
い
等
の
手
指

衛
生
と
換
気
の
継
続
」
に
関

し
、そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
と
状
況

を
踏
ま
え
慎
重

に
判
断
す
る
よ

う
呼
び
か
け
た
。

訂
　
　
正

〈
二
〇
二
三
年
度『
カ
ト
リ
ッ

ク
教
会
祝
日
表
』〉

◦
41
頁
の
「
教
区
外
在
住
司

祭
」
の
ペ
ー
ジ
に
次
の
通
り

追
加
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

カ
ト
リ
ッ
ク
中
央
協
議
会

〒
１
３
５
‐
８
５
８
５

　

東
京
都
江
東
区
潮
見

　
　
　
　
　
　

２
‐
10
‐
10

℡
03
‐
５
６
３
２
‐
４
４
１
１

　

03
‐
５
６
３
２
‐
４
４
５
３

　

ガ
ブ
リ
エ
ル
尾
髙
修
一
師

FAX

◦
24
頁
の
「
日
本
廿
六
聖
人

殉
教
ミ
サ
」 

は
、
２
月
５
日

（
月
）
に
開
催
さ
れ
る
か
の
よ

う
な
表
記
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、例
年
通
り
２
月
の
第
１

日
曜
日
（
２
０
２
４
年
は
２

月
４
日
）
に
開
催
予
定
で
す
。

◦
27
頁
の
「
春
分
の
日
」
を

３
月
21
日
（
木
）
と
し
て
い

ま
す
が
、正
し
く
は
３
月
20

日
（
水
）
で
す
。


